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粉 防已を用 い た 防己黄耆湯 に よ るStreptozotocin糖尿病
態マ ウス の 血 糖 降下作用及 び粉防 已 と黄耆の 相互 効 果
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【目的】粉防已 を 用 い た 防巳 貲耆湯 （FJI−IQ （SR ）） が ， 冂本産防巳を 用 い た防 巳黄耆 湯

（FJHQ （SCR ））よ り強 力に Streptozotocin（STZ）誘発糖尿病 マ ウ ス の 高血糖値を ド降

させ る こ とを既 に報告 した。今回 は，FJIIQ（SR） の
一味抜 き方剤や

一
味 牛 薬の 「薗糖 降 ド

作用 を調 べ ，FJHQ （SR） の 作用 に お け る各構成生 薬 の 相互効果 を検討 した 。

【方法】 ddY 系雄性 マ ウ ス （5週 齢） の 尾静脈 内 に STZ （150mg ／kg） を 註担回投 与して ，

糖尿病態 モ デ ル を作成 し，投与 3　 4週間後 に使用 した t’FJHQ （構 成生薬比率 ：粉防巳

（防巳）10（10），黄耆10，蒼朮 6，大棗6，甘草3，生姜 2）及び一一一・味抜 き方剤，一味牛薬 は 6 倍

量 の蒸留水中で 「文火」 自動煎 じ器 （栃本） を用 い て 40分間熱水抽 出され た
。

エ キ ス は抽

出液 の ろ 液を凍結乾燥 して 得た 。 各 ヱ キ ス を生理 食塩水 ま た は 1 ％ ア ビ セ ル （旭化成）一

生 理 食塩水中で 懸濁 し， 3 時間絶食 した マ ウ ス に経 口 投与 （p．o ．），又は 12時間絶食 し た

マ ウ ス に腹腔内投与 （Lp，） した 。
マ ウ ス の 眼 底静脈叢か ら採取 した血液中の糖値 とイ ン

ス リ ン 値 は， グ ル コ ー
ス ーB テ ス ト（和光） と イ ン ス リ ン 測定キ ッ ト（森永） に よ り測定 し

た 。

【結果】 1）FJHQ （SR ）〔160mg ／kg，　p ．o ．）は絶食下，投与6 − 12時問後 で ，　 FJHQ （SCR ）

よ り強力に 糖尿病 マ ウ ス の 高血糖値を 降下 させ た 。 　 2） 1 凵 1回連 日投 与す る と，

FJHQ （SR） （160mg／kg，　p．o ．） は摂食 ド，2− 6Fl後で ， 経 日的に高血糖値を降下 させた 。

3） FJHQ （SR ）（160mg ／kg ，
　 p．o ．） は ，投与 2 日後 で 血 中イ ン ス リ ン 値を最大に高 め，以

後 高値 を 維持 さ せ た 。 　 4） 蒼朮 お よ び 大棄，甘 草，生姜 を除 い た 一味抜 き方剤 は，

FJHQ （SR ） と 同 じ効 力 を 示 し た が ，粉防 已 と黄 善 を 除 い た 一
味 抜 き方剤 の 作 用は ，

FJHQ （SR） よ り有意 に 弱か っ た 。 　5）黄耆 （16− 160mg ／kg ，
　i．p．） は 単独作用を小 さ な

か っ たが ， 同 じ用量 の 粉 防巳
一

黄耆混合 エ キ ス （1：3） は ， 粉防巳 と同程度 な血 糖降 ド作

用を示 した 。

【結論】 FJHQ （SR） は STZ一糖 尿病 マ ウ ス に お い て 血糖 降 卜
’
作 用を示 し，そ の 作用は イ

ン ス リ ン 遊離促進作用に関連す る こ とを 明 らか に した 。 こ の 作用本体 は，粉防已で あ る と

結論で き，更 に 黄耆 と粉防巳 との 間 に 相互効果 が生ず る可能性を示唆 で きた 。

．．−38 −．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


